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＜別紙様式２＞研究実績報告書 

 

令和３年度 農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究 
「繋ぎ牛舎でも利用できる高度な搾乳システムの開発」 

研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

「繋ぎ牛舎でも利用できる高度な搾乳システムの開発」では、酪農家において最も作

業時間の長い搾乳作業による労働負担を低減させることを目的としている。目標は１頭

当たりの乳量の５％向上と、労働コストを10％削減としており、その目標を達成するた

めに、搾乳ユニット自動搬送装置の分房別搾乳停止機能の付与などの技術開発等に取り

組んでおり、必要な技術要素である乳流量の検出、分房別搾乳停止、搾乳停止後のミル

カー保持技術について、試作機による実用化の問題抽出と改善を進めている。いずれの

課題も設定した目標の達成に向けて概ね順調に研究が進捗している。 

 

１．搾乳ユニット自動搬送装置の機能強化と搾乳システムの高度化 

分房別に搾乳を停止させるため、乳房毎の乳流量の有無を検出するセンサの取り付け位

置を確定した。搾乳ユニットの拍動停止後のティートカップ保持機能、装着制御方法の改

良点を確認するとともに、分流器形状とマルチバルブ形状等を決定しライナー内圧が目標

値を達成する内圧差となることを確認した。ユニット保持アームの構造について牛体に懸

垂する新型試作機を開発し支障なく使用できることを確認した。いずれの課題も概ね予定

通り進捗している。 

 

２．機能強化された搾乳ユニット自動搬送装置の現地実証とその効果の検証 

分房別搾乳停止機能の導入効果を事前に検討するため、既存の搾乳ロボットを用いた検

討を行ったところ、乳量が多い牛では過搾乳になりやすいこと、分房別搾乳停止を行うこ

とで、乳頭の状態が良くなることが確認された。現地実証予定牧場では、本システム導入

により搾乳作業時間の短縮の可能性が示されるとともに、作業時間比較のため複数農家で

の調査を実施しデータの蓄積を行った。いずれの課題も概ね予定通りに進捗している。 
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